
御”酒”印帳で巡る

日本酒の街、中野

株式会社リシュブルー
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企業概要・理念

企業名 ： 株式会社リシュブルー

代表者 ： 中村優志

事業概要 ： 日本酒に関連する新規事業の創出

    （化粧品、ラベルデザイン、酒粕ペット用品等）

企業理念 ：  酒蔵と消費者の懸け橋に

酒や酒粕で新しいビジネスを創造する



・2016年4月三井住友銀行(法人)

・2021年4月アクサ(法人)

・2022年6月リシュブルー創業
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代表者経歴

銀行員時代に長野県へ赴任の経験

・作り手の想いや、日本酒の可能性を知る

・一方で、後継者不足や販路拡大等での課題も
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弊社の強み

ノウハウ

・日本酒を使った化粧品、ペット用品等の

　新規ビジネス企画力

・日本酒関連の自社デザイン

（化粧品、日本酒ラベル等）

ネットワーク

・茨城県庁

・長野県庁

・中野区内の飲食店、温浴施設

・酒蔵（新潟県、長野県、茨城県、

　栃木県など）約20社



中野区を「日本酒消費の街」として

ブランディングし、御“酒”印帳を用いて

主に訪日客の集客・経済圏構築
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ビジネススキーム

飲食店

宿泊施設

温浴施設

（中野区内）
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訪日客1,500万人
(2023.1~2023.8時点)

登録（有料）無料利用

来店・利用（スタンプラリー）

来店特典（1杯サービス等）

御”酒”印帳
(株式会社リシュブルー)



日本酒を絡ませた各施設の立ち位置

飲食店

日本酒の提供

温浴施設

酒粕風呂等での消費
(区内施設松本湯にて実績)

※SDGsも絡めて

宿泊施設
(民泊等)

施設内にて日本酒提供

弊社の日本酒スキンケアを卸し
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※2019/6 INTAGE inc. https://gallery.intage.co.jp/hounichigaikokujin/より抜粋



一方で・・・
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訪日客

・どのお店が良いかわからない

・酒蔵は気軽に行くには遠い、日数が足りない

・地元に根付いた施設を楽しみたい

・首都圏で日本酒、日本文化を楽しみたい



御“酒”印帳のメリット

飲食店、宿泊・温浴施設
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訪日客

・店選びに困らない

・限られた時間で遠方に赴く必要が

なくなる（酒蔵ツーリズム等対比）

・地元のディープな日本酒、

日本文化を楽しめる

・訪日客の集客ができる

・国内の関心も集められる

・対外的な宣伝力向上

・売上向上

・地域貢献、 SDGSも謳える

・区内施設の連携が強固になる



なぜ中野区で日本酒？
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日本酒を専門とする区内飲食店
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なかの里・まち連携事業



①100年に１度の再開発による中野の集客力

・中野駅北口エリアの店舗数＋10.3％、中野駅南口エリアの店舗数＋0.9％

・中野駅乗車人数はJR東日本エリア内で第16位（2022年）。

コロナ前で約15万人。再開発で大きく伸びる可能性が大。

②横丁ブーム

・計画的に作られた商業空間にはない「自然発生的な魅力」。

個性あふれる個店の集合。

・昭和レトロブームに乗って、たまり場、隠れ家、集い・出会いの場としての価値が

若者・女性にも受ける。

・日本の文化として外国人旅行客にも人気。

ビジネス機会



訪日客の主な都内訪問場所
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東京都産業労働局「令和4年 国・地域別外国人旅行者行動特性調査結果」より抜粋



消費面で日本酒を謳う

自治体は現状存在しない
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Ex)下北沢のカレー



SDGsとの関連性

・日本酒及び各施設への関心を高め、
効率的な集客が可能。
・ユーザーの属性や利用動向を蓄積でき、
効果的な販促を行うことができる。

・行政や金融機関とのタイアップの下、
 ユーザーと事業者（飲食店、日本酒メーカー等）を
つなぐプラットフォームを提供する。



中野区産業振興方針との整合性

基本方針 施策 弊社ができること

基本方針１

中野区の立地や環境を
生かした中小企業振興
策を実施する

★施策１
中小企業の経営安定化
★施策２
中小企業の取り組み・活動応援

・中野駅北口等の横丁文化の発信
・飲食店の販促・DXの取組支援
・日本酒メーカー等の販促・DXの取組支援

基本方針４

「文化・芸術」「コンテン
ツ」「食・グルメ」を重視し
た都市観光施策を進める

★施策１
都市観光のターゲットを明確にすると
ともに、中野の強みや資源を捉え、創
出
★施策２
情報発信の強化
★施策３
中野区と関係団体・事業者との連携
力強化

・中野駅北口等の横丁文化、日本酒文化の発信
・上記を通じた他地域からの集客や、インバウンド
需要の取り込み



見込まれる数字面の効果

酒蔵

弊社

・来客数向上

・売上向上
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飲食店、

宿泊・温浴施設

・本来売上にならなかった酒粕の卸し

・日本酒自体の消費増

・アプリ登録利用料による売上

・アプリ広告枠による売上



収益計画

・既存のパイプ(中野区内の飲食店、温浴施設)を使った営業活動

・商工会等への営業活動

・インフルエンサーを使ったPR施策

・その他広告掲載等
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上記を実現させるために



事業化までのスケジュール
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2023 2024 2025

11 12 １ ２ ３ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 １ ２ ３ 4 5 6 7 8 9 10 11 12

開発
導入

参画企業
募集

国内
ユーザー
テスト

訪日客
誘致



今後の展望

御”酒”印帳

ビジネスの収益化

2023～
2025

日本酒をコンテンツとし、

地方創生への貢献の

継続

2025～
2028



御”酒”印帳で中野区へ

インバウンド誘致を
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ご清聴ありがとうございました！
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